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去る 4 月 7 日（木）入学式の後、47 名の新入生を迎

えて、平成 28 年度自治会総会が本校体育館で開催されま

した。 

 戸田幸子副会長（3 年 2 班）の司会により開会され、

議長に選出された松野てるみ氏（3 年 5 班）の円滑な議

事進行により、各議案とも全会一致で承認されました。 

 各議案、並びに報告・提案者は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

最後に、金丸 正 新会長より平成 28 年度の自

治会スローガン「和顔愛語で相互理解」（優しく笑

顔で愛情をもって語り合い、相互に理解して絆を深

めよう）が紹介・説明され、このスローガンのもと

で自治会活動を推進して行く旨の挨拶があり、平成

28 年度総会は滞りなく終了しました。 
 

平 成 2 8 年 度 自 治 会 役 員 

会 長  金  丸   正 統括総務   板東  和己 統括会計   荻田  俊一 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 

副会長 
幸 岡 義 信 小 林 敏 之 渡 邉 昶 彦 漁   晴 毅 

定 永 好 子 若 林 昭 子 戸 田 幸 子 板 井 美 代 

総 務 戸 田 秀 隆 西 畑 種 嗣 石 田 仁 志 池 町 俊 彦 

会 計 辻 本 奈津子 岡 本 直 美 石 原 美知子 川 崎 伸 一 

監 事 岡 部 晶 次 重 光   仁 荻 野 喜 平 早稲田 瑞 夫 
  

自治会副会長 ３年５班 渡邉 昶彦 

平成 28 年度自治会総会の結果報告と新役員紹介 

1 号議案  平成 27 年度活動報告     統括総務  山口 仁朗（４年３班） 

平成 27 年度会計決算報告      統括会計  脇田 悦子（４年３班） 

会計監査報告         監  事  渡邉 昶彦（３年５班） 

平成 27 年度役員退任挨拶   会  長  立石  勲（４年１班） 

２号議案 平成 28 年度新役員の紹介と承認   

平成 28 年度正副班長の紹介 

３号議案 平成 28 年度活動計画（案）  統括総務  板東 和己（３年３班） 

平成 28 年度会計予算（案）  統括会計  荻田 俊一（３年２班） 

五大行事簡素化（案）     副 会 長  渡邉 昶彦（３年５班） 
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穏やかな日差しのもと、桜花咲き誇る４月に入学しました。 

これまでは、趣味に熱中し、それを活かしたボランティア活動で、皆さ

んから喜ばれるとうれしくなり、楽しさとやりがいを感じていました。そ

れでも、年齢を重ねるたびに、「このままでいいのだろうか」といった漠然

とした、焦りのようなものも一方で感じていました。そんな時に高齢者大

学の大学祭を見学し、先輩の方々の多方面にわたる活動内容を見て、私も

是非入学したいと思いました。 

入学したいま、何をしようかとわくわく感はありま

すが、先ずは、すり減った自身の体力、脳力も考えな

がら無理なく、との姿勢でやっていきたいと思ってい

ます。 

本学における教養・専門課程の学習は勿論ですが、

クラブ活動やボランティア活動にも積極的に参加し、

多くの方々と触れ合うなかで、種々刺激を受けて実り

ある学生生活を過ごしたいと思います。 

また、この高齢社会において、我々自身が当事者であるとの自覚のもと、少しでも地域

社会のお役に立てるよう努めていきたいと思っています。 

自治会副会長 １年１班 幸岡 義信 

 

 

  

「自然と人間とのかかわり方」について考えさせられ 

る興味深い講話でした。これまで少しずつ失われて来た 

自然と、どう共生しながら地域をどのように活性化させ 

ていく積りですか？田舎の自然の豊かさの中で育ち、高 

度成長期を経験し、自然破壊も経験してきた私達への今 

後の期待は何かを縦軸に、生物の多様性、生態系サ－ビ 

ス、共生などのキーワードを横軸に、今地域で広がって 

いる自然創生活動を例に、丹波の炭小屋、尼崎の 21 世紀の森等の講話には、大変な興味

をそそられました。 

「あなたは何年生きてますか？何年生きますか? 80 年、90 年、100 年ですか？あな

たは何を食べてますか？ コメ、野菜、魚、肉ですか？」この質問には驚きでした。新鮮で

した。 

「何年生きてますか？」の答えは、生命誕生以来ですかね。生物の多様性と人間活動と

の相互依存関係が生命誕生以来続いて今があり、未来もそうでしょう。だからこそ 100 年

先の地域の姿を考え、自然創生活動の継続、生物多様性と人間関係の共生活動をしっかり

推進し、次代に繋なげる事が私達世代の責務ですね。 

 「あなたは何年生きますか? 何を食べて生きますか？自然とどう共生しますか？」示唆

に富んだ講話を有難う御座いました。 

                            ３年４班 勝丸 桂二郎 

 

高齢者大学に入学して  

４月の教養講座から 講 師 ： 兵庫県立人と自然の博物館 

     館 長  中 瀬  勲  様 
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三木市高齢者大学に入学して早くも１年が経ちま

した。当初は高齢者大学がどのようなものなのか、

学生が自治会組織で運営している事が分からず、皆

バラバラでした。しかし、体育祭の頃から徐々に仲

間意識が芽生えて、打ち解けてきました。そのため、

学年としての親睦会は、初めの頃は食事会程度でし

たが、今年に入って３月 24 日に淡路旅行、４月７

日にお花見と立て続けに親睦会を実施しました。 

お花見はあいにくの天気でしたが、ほぼ全員が参加し、和気藹々と楽しい１日を過ごし

親睦を深めました。さらに、６月 21 日には永沢寺への旅行、８月３日に長浜・彦根への

旅行や、ボーリング大会の開催等次々と親睦会を企画中です。 

また、昨年の春季スポーツデーは初めて経験するグラウンド・ゴルフであり、最下位で

した。2 年になった今年は、少しでも前回を上回る成績を修めるべく、大会までに 2 回の

練習日を予定しています。 

現在、我々２年生は三木市高齢者大学の学年の中で一番人数が少ない 35 名ですが、学

校行事・自治会活動やこれからの親睦会等を通じて、「人数が少ない分、結束を強めて行こ

う」と学年集会で誓い合いました。 

２年２班 仲川 裕二 

 

 

 

古典とは、昔に書かれ、今も読み継がれており、これから

の世もいつまでも読まれるべき価値・評価が高い書物のこと。

古典学科は、古典を通じて、人の道、礼、掟、風俗、文化を

学ぶ学科だと思う。 

教材は、古典の代表作、日本人なら誰もが知っている「何
いず

れ

のおほん時にか女御、更衣あまた 侍
さぶらい

たまいける中に、いと

やむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めき給ふありけ

り・・・・・」で始まる「源氏物語」である。 

「源氏物語」は、平安時代（794～1185）中期に紫式部（970 前半～1019）が、大

勢の女性と逢瀬を重ねた貴族・光源氏を主人公に、平安王朝の宮廷における恋愛と栄華、

文化、無常を情感豊かに書き上げた世界最古の恋愛小説と言われている。 

講義は、黒田先生の原文音読に始まり、現代語訳、関

係する当時の文化・地理・風俗の説明を交えながら進む。

時には風俗、時には法
のり

、当時の倫理。現代の我々の感覚

では理解できない様な内容が先生の口から飛び出す。び

っくり！ 

今年から、源氏物語をベースに「古事記」をも挿みな

がら多元にわたる授業が進められる。 

４年１班 藤枝 修 
 

専 門 講 座 だ よ り  

学年通信（２年生） 

古 典 学 科 
 

みんななかよく 

鳴門大橋にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

                               ４ 

 

 

１年生の皆様は、入学を機に新しい目標に向かって一歩

踏み出された事と思います。高大のクラブ活動を通じて、

趣味を楽しみながら新しい仲間を作り、技量を向上してい

ただきたいと思います。 

太極拳は、今、静かなブームになっています。道具はいらず大勢でも一人でも、家でも、

野山でも、何処でもできます。足を少し開き体の重心を落とし、呼吸を整え、少し開いた

指の間から遠くを見つめ、ゆっくりとした動きで、演舞を行います。終った後は、身も心

も落ち着く、至福のひと時です。 

当クラブでは、錬功 18 法（柔軟体操）と簡化 24 式太極拳の鍛錬を毎週土曜日の午前

中に行っています。昨年は、みっきぃ夏まつり、三木金物まつり、高大の大学祭に出演し

て練習の成果を発表し、大変好評を頂きました。 

今年は、1 年生 7 名、在校生４名の入部があり、大勢の

仲間と行う〝みっきぃ夏まつり、三木金物まつり、大学祭〟

が今から楽しみです。岩崎先生と諸先輩の優しい指導を受け

ながら、太極拳を日々自分のものにしています。元気な方は

勿論、興味をお持ちの方は、心身の鍛錬に励んでみませんか。 

皆様の入部をお待ちしています。 

                    太極拳クラブ部長 ３年５班 古谷 俊彦 

 

 

 

 

平成 8 年に創部の当クラブは、今年 20 周年を迎え

る伝統あるクラブである。途中一度も廃部の危機に遭

遇することなく、順調に継続されてきたことは先輩諸

氏のご尽力があってこその賜物と感謝している。 

今年度も、新たに 1 年生 3 名、４年生 2 名の入部 

があった。喜ばしいことである。ただ少し残念なこと 

は、２年生の部員が居ないということである。途中入 

部も大歓迎なので、ぜひ 2 年生が入部されることを切望する。 

6 年余り当クラブの講師を務められた山本治之先生が昨年度で勇退され、今年度からは

本校ＯＢでもあり、写真歴 50 年以上の川端昭延先生が在校生担当講師を、そしてＯＢ担

当講師は、こちらもベテランの藤本尚三先生が務めてくださることになり在校生 15 名、

ＯＢ17 名、講師 2 名の 34 名体制で平成 28 年度がスタートした。 

 シャッターボタンを押せば誰でも簡単に綺麗な写真が撮れる時代。しかし、それが必ず

しも良い写真とは限らない。良い写真を撮りたいと思うなら写真クラブに入ることが近道

である。撮った写真は、三木市役所みっきぃホール・緑が丘さんさんギャラリー・高大の

大学祭等で展示・披露している。 

今年は 6 月 6 日から 11 日まで、みっきぃホールで創部 20 周年記念の写真展を開催す

る予定である。ぜひご高覧いただきたい。 

写真クラブ部長 4 年 1 班 池町 敏彦 

 

 

 

 

 

ク ラ ブ 紹 介 
 

太 極 拳 ク ラ ブ 

写 真 ク ラ ブ 
 

創部 20 周年記念 写真 展を開 催  
と き ： 6 月 6 日（月）～11 日（土） 
ところ ： 三木市役所みっきぃホール 

 


